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子どもたちに「何か欲しいものはある？」と尋ねたら、どんな答えが返ってくると想像しま

すか。ゲームやスマホ、おもちゃ、お菓子などでしょうか。 

 

 養護教諭の目線で子どもたちのようすをみていると、多くの子どもたちが欲しいと願ってい

るあるものが見えてきました。それは、「安心できる友達」です。 

 保健室は、体調不良やけが、相談等、何らかの理由により心身の元気がないときに来室する

ことが多い場所です。そして、回復のために休養したり、手当てを受けたりしますが、多くの

子どもたちの復活の最後の決め手になっているのは友達の“励ましや支え”です。 

 一方で、相談で最も多いのも友人関係についてです。これは、学年が上がるほど相談が多

く、自分の想いが一方通行になったり、相手の想いを汲み取れず誤解をしたりとすれ違いを起

こしているようです。 

 

 そのような背景もあり、今年度は４～６年生を対象にピアサポート学習を行いました。この

学習は、ピア（仲間同士）のつながりを深め、支え合える仲間づくりを目的とした学習です。 

 授業は、スクールカウンセラーの長野先生を中心に、担任の先生も子どもたちと一緒に活動

をします。授業のはじめには、緊張をほぐし安心・安全な空間づくりをするために必ず簡単な

エクササイズをしています。 

第１回目は全学年共通して「上手な話の聴き方」を

学習しました。２回目の授業では、５年生は「自分の

想いの伝え方」について、６年生は「グループでのコ

ミュニケーションスキル」について楽しみながら学ぶ

ことができました。４年生の２回目は、「相手を思い

やる考え方」を予定しています。 

また、担任の先生が学級の中で簡単なエクササイ

ズをすることや、保健室前の掲示物で子どもたちが

実践できる仕掛けづくりをしています。こういった学びの積み重ねで、子どもたち同士がより

安心できるつながりを築いていってほしいと願っています。 

        支え合える仲間づくりを学ぶ            養護教諭  〇 〇 〇 〇 
 

言葉を使わずコミュニケーションをとる体験のようす 
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PTA活動 委員会体制が変わります！ 
 来年度の PTA 活動について、先日三役の方との会議が行わ
れました。 
 その中で、今まで６つに分かれていた専門委員会について見
直しを図りました。その結果、委員会を一つにし、その他の役
割については、その都度ボランティアで協力していただける方
を募る形を考えています。４月２５日（木）に行われる PTA総
会で詳細を提案します。多くの方の参加をお待ちしております。 

 

＜お詫び＞ 
第１１号の八雲地域小中学生新年席書大会の受賞者一覧に誤り
がありました。〇〇〇〇さんの名前が２つありました。正しく
は、＜北海道新聞社賞＞〇年 〇〇〇〇さんでした。訂正して
お詫びいたします。 

３月行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月一斉退勤日 ８日（金）２２日（金） 

今年度最後の授業参観・学級懇談会 
 ２月２日（金）に６年生、１３日（火）に２・３年生、１４日（水）に４・５年生、１５日（木）に１年生の
授業参観・学級懇談会が行われました。たくさんの保護者の皆様にご来校いただき、ありがとうございました。 

 児童のたくさんの頑張りを見ていただいたことと思います。今年度も残りわずかとなりましたが、最後の一日

まで成長できるよう、教職員一同取り組んでいきます。 

漢字検定にチャレンジ！ 
 2月 9日（金）に漢字検定を実施しました。児童だけではな
く、保護者の方の参加もあり、総勢 109名が受検しました。 

自主学習で漢字検定の学習を進めて、頑張りを見せている児童

がたくさん見られました。「子どもも大人もここからチャレン

ジ」しています。 

 

 


